
デイサービス施設みどり苑 令和 5年度 第 1回運営推進会議報告書 

 

開催日時 令和 5年 7月 12日（水） 15：45～16：30 

開催場所 デイサービス施設みどり苑 食堂 

参加者 久保榮子（利用者） 

上田栄久（利用者の家族） 

宮内和明（地域住民の代表/立川自治会長） 

田村明美（知見を有する者/居宅介護支援事業所さくら 介護支援専門員） 

市川大樹（地域包括支援センター職員） 

橋本和高（事業所の管理者/みどり苑施設長） 

山田強記（事業所の職員/生活相談員） 

司会進行 山田強記 

書記 山田強記 

 

【議事録】 

1. 管理者挨拶 

・今年度４月より、管理者変更となっている。 

 

2.自己紹介等 

・管理者が今回より変更。 

 

3.令和 4年度下半期の活動状況報告・活動内容の評価・質疑応答等 

 〇利用者の状況 

  ・令和５年３月３１日現在で、利用者 31名（男性 2名、女性 29名） 

  ・要介護別では軽介護度の方が多く、要介護２までの方がほとんどを占めている。 

  ・立川地区とケアハウスの入居者が利用者の大半を占めており、他の地区の方の利用は少ない。 

 〇令和 4年度下半期活動状況 

・利用者数の平均は 11.2人/日 昨年度の同時期と比べて減っている。 

 〇期間中の事故・ヒヤリハット・苦情 

 ・事故 2件 （浴室でムカデに刺された。食堂の畳の所に座ろうとして転倒） 

 ・ヒヤリハット ７件 （転倒しそうに、浴槽内で浮きそうに、剪定鋏を触っていた） 

 ・苦情 1件 （熱はないのに利用を断られた。前回の運営推進会議で検討している） 

   ※町への報告が必要になるような大きな事故等はなかった。 

 〇期間中の主な活動・次期間の活動予定を報告 

 〇質疑応答 

 ・前期間と比べヒヤリハットの報告数が少なくなっているが、理由はあるのか？（市川さん） 

  ⇒なるべくヒヤリハットを書くように職員には話しているが、実際には事故が起こっていないため、こ

れくらいならいいかと報告数が少なくなっている可能性もあるが、事故だけではなくヒヤリハットが起こ



った時も対策できることはしているので、その効果で少なくなったことも考えられる。今後も職員への意

識付け等を行い、ヒヤリハットの報告数を増やし事故予防につなげていきたい。（山田） 

・小学校との交流を再開しても良いように感じているが、最近もまた、コロナが内子地域でも増えてお

り、再開について意見をお聞きしたい。（山田） 

 ⇒小学校でもコロナだけでなく、コロナ禍のマスク生活で耐性がなくなっており夏風邪や子供に多い

感染症なども増えている。もう少し様子をみてもよいのではないか。（宮内さん） 

  

⇒今年度は中止し、来年度また検討することとする。 

4.意見交換 

・よくしてもらっているので特に意見はない（久保さん） 

・ケアマネジャーとしては利用者が休んだ場合には連絡して理由を教えてほしい（田村さん） 

・利用者数が少ないので増やしていけるようにしたい（山田） 

 ⇒内子地区に他のデイサービスもあり立地的にも厳しい面はある（橋本） 

提供時間が短いのではないか（田村さん） 

職員数的にも提供時間を延ばすことは難しい。（山田） 

  

次回開催日 令和 6年 1月 17日（水） 15：30～ 


